　「The Vagaries of Magicka」訳本

　「魔力の気まぐれ」

　著者：不明

　［『魔力の気まぐれ』の本文からの一節］
　「……しかし、注意せよ、機能が保証される場合を除いて、力が、基礎を弱めたり、〈寄せ集め〉〔Congeries〕の中を過ぎていく潮流を抑えたりしないように。それから、高慢であり自身の技量を鼻に掛けており野心のために盲目になっている魔術師たちによって、その〈寄せ集め〉が悪用されることの無いようにするための予防措置。これに関して、極めて齢を重ねており極めて信を置かれている魔術師たちの間に於ける配列を保ちなさい、そして、非常に知性に溢れる学者でさえも当惑させる暗号と鍵を通じて、この配列を安全にしておきなさい。
　〈回復〉〔Restorals〕は細心の注意に於いて保護されなければならない。何故なら、これまでに幾度、賢者でさえも、生気とマナによって、自身の肉と魂を超越しようと欲したことだろうか。そして、〈魔力の泉〉〔Magicka Fountains〕もまた、湿らされて築かれなければならない。本質的かつ深遠的である機関と型板の再神聖化に対してのみ、そして、議会の満場一致によってのみ、〈魔力の泉〉の発生を認可するために。」
